
＜コミュニティ＞

中山間地域の地域運営における都市住民の役割
～地域運営に貢献する二地域居住者を中心に～（2013年度）

◇現状と課題

◇ねらい

◇手法

◇成果

◇概要
地域運営の担い手が不足しつつある中山間地域において、他出者をはじめとする二地域居住者や交

流機会のある都市住民などとの関係構築が必要となっています。これら都市住民は多様なスタイルで
の関わりを持っているため、地域での居住・滞在時間や参画程度によってその役割が異なっています。
これらの状況を踏まえて適切な役割分担や関係構築手法が重要です。
また、他出者との関係構築のためには情報発信・共有がポイントであり、これを促進するためにも

広報誌の活用を図り、編集作業等に外部人材を活用することで都市住民の関心を高めている事例も見
受けられます。

地域運営の新たな担い手として、「都市住民」、「二地域居住者」（
主に地域内出身者で、近隣都市部に生活の拠点を持ちながら、週末等継
続的に中山間地域に滞在する）、及び「二地域交流者」が期待されてい
ます。
本研究では、地域運営・行政施策への反映を目的とし、これら二地域

居住者および二地域交流者の各地の地域づくり活動への関与の実態を事
例調査し、地域運営における役割及び人材活用方法や地域等受入側の必
要な体制、条件等を整理します。

①中山間地域の地域運営における都市住民の役割の類型化
・地域運営への参画程度や関係区分により、「運営参画型」～「後方支援型」まで9タイプに分類。
・地域運営に果たす役割は、同一タイプでも参画程度によって異なる。

②関係構築のための情報発信の重要性
・公民館や地域運営組織の広報担当者と、地域からの情報発信の効果的なあり方を考える勉強会を
開催し、都市住民の視点での広報も重要であることを認識。

③事例分析から考察した今後の展開
地域における対象者の選定の手法や受け入れの継続性など受入体制の確立を目指すとともに、行

政によるマッチングやサポート体制を確立する手法を検討していくことが必要。

①現状
中山間地域は、人口減少、少子高齢化の進行により、地域運営の

担い手不足が深刻となり、地域資源管理や地域社会の存続が危ぶま
れる状況となっています。
②課題
中山間地域活性化のために、地域運営の担い手となる人材を確保

し、持続的な地域運営に向けた「地域内活動と外部連携」プログラ
ムを開発する必要があります。

①研究方法
事例調査（情報収集、現地
調査）
地域内での聞き取り調査を
し、事例調査結果の整理・
分析

②ｽｹｼﾞｭｰﾙ、連携体制、主なﾌｨｰﾙﾄﾞ
＜スケジュール＞
2013年度 事例調査及びとりまとめ
＜主なフィールド・モデル地区＞
山口県周南市渋川地区、鹿野地区、
中須北地区、
美祢市美東町赤郷地区



都市住民の中山間地域運営に係る貢献可能なスタイル・活動分野を類型化

◇連絡・問い合わせ先
島根県中山間地域研究センター 地域研究スタッフ
担当 主席研究員 有田 昭一郎、専門研究員 安部 聖
〒690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島1207番地
TEL：0854－76－3836 FAX：0854－76－3758 E-mail：abe-satoshi@pref.shimane.lg.jp

研究成果アルバム

二地域交流の事例

他出者への情報発信の事例（山口県周南市大津島）

都市住民の地域貢献のスタイルの地域社会参画度の低いものから高いものへ推移する状況等を類型化
し、都市住民が地域運営上のどんな役割を担っていくかを検討する際などに活用していきます。

美祢市美東町赤郷地区での農地保
全活動（労務提供型）

美祢市美東町赤郷地区でのイベン
ト活動支援（交流型）

周南市鹿野地域での地域資源調査や
情報発信の支援（専門知識提供型）

◎送付方法
島民が島外在住の子ども、親戚に送付
地域サポート人材である島おこし協力
隊員が作成し、希望者へ配布

・内容：行事予定や集落の様子（写真）
・表：大津島全体の記事
・裏：集落の記事

◎効果

行事の予定が事前にわかるので、他出者
の島の行事への参加率アップ


